教材番号　　民事一般№3
対象　　　　中・高
～この契約、やめたい！～
１　事例
　①Aさんは、友人Bにゲームソフトを５０００円で譲るという口約束をしました。ところが、翌日Cさんが、そのゲームソフトを７０００円で買いたいと言ってきました。AさんはBさんに売るのを止めて、Cさんに売ることができるでしょうか。Aさんが未成年の場合はどうでしょうか。
　②Dさんは、オンラインショッピングでネックレスを購入し、後日代金引換で商品が届きました。ところが、自分がイメージしていたものと違って、気に入りませんでした。Dさんは、契約を取り消すことができるでしょうか。
　③Eさんは、景品が当たったとF営業所に呼び出されましたが、そこで強引な勧誘を受け、帰りたいのに帰らせてもらえず、困って６万円のバッグを購入する契約をしてしまいました。Eさんは、契約を解除することができるでしょうか。
２　テーマ・ポイント
　　契約の具体的事例を通じて、「当事者の合意のもとの契約には責任が生じること」を理解してもらう。また、挙げている事例以外にも、さまざまな具体的事例を挙げ、①契約はどの時点で成立するのか、②印鑑はなくてもサインだけで契約をしたことになるのか、③口約束でも契約をしたことになるのか、④未成年者保護の原則及び例外、④クーリングオフ等の消費者保護等について学ぶ。
３　授業の進め方（一例）
　　クイズ形式で、契約に関する基礎を簡単な事例から学ぶ（個々人が○×で答える。）クイズ後、弁護士が簡単に説明をする。
次に、班ごとに分かれ、上記の問題について、契約をしたことになるのか、契約を取り消せるのか、その理由について討議する。
最後に、弁護士が具体的事例についての解説をする。
以上
　
